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１
階
の
一
部
で
営
業
を
続
け
て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
諏
訪
バ
ス

㈱
か
ら
市
に
対
し
て
、
所
有
し
て
い
る

ビ
ル
の
床
の
買
取
り
が
要
請
さ
れ
た
ほ

か
、
地
元
の
岡
谷
駅
前
再
開
発
ラ
ラ
オ

カ
ヤ
商
業
ビ
ル
岡
谷
区
対
策
委
員
会
や

ラ
ラ
オ
カ
ヤ
商
業
協
同
組
合
、
ラ
ラ
オ

カ
ヤ
対
策
協
議
会
か
ら
は
、
市
が
ビ
ル

を
購
入
す
る
よ
う
に
求
め
る
陳
情
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。 

   

　
市
で
は
、
昨
年
７
月
、
ラ
ラ
オ
カ
ヤ

を
核
と
す
る
岡
谷
駅
周
辺
地
区
の
活
性

化
策
を
検
討
す
る
た
め
、
職
員
に
よ
る

「
岡
谷
駅
周
辺
地
区
活
性
化
検
討
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
設
置
。
ラ
ラ
オ

カ
ヤ
は
岡
谷
市
の
玄
関
口
に
あ
り
、
市

が
開
発
し
た
都
市
施
設
と
し
て
重
要
な

建
物
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
駅
周

辺
地
区
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
ど
の 

　
ラ
ラ
オ
カ
ヤ
は
、
岡
谷
市
が
実
施
し

た
都
市
計
画
事
業
「
岡
谷
駅
前
第
一
種

市
街
地
再
開
発
事
業
」
に
よ
り
、
昭
和

59
年
に
完
成
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

４
階
一
部
５
階
建
て
の
再
開
発
ビ
ル
で

す
。
ビ
ル
の
約
90
％
を
所
有
す
る
諏
訪

バ
ス
㈱
が
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
と
ア
ッ

プ
ル
ラ
ン
ド
を
キ
ー
テ
ナ
ン
ト
と
す
る

商
業
施
設
と
し
て
、
管
理
運
営
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
平
成
13
年
７
月
に
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
堂
が
撤
退
、
翌
14
年
６
月
に
は

ア
ッ
プ
ル
ラ
ン
ド
が
撤
退
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
諏
訪
バ
ス
㈱
に
お
い
て
商
業

施
設
と
し
て
の
再
生
に
向
け
て
懸
命
な

努
力
を
続
け
、
新
た
な
大
型
店
舗
等
の

出
店
も
あ
り
ま
し
た
が
、
結
局
こ
れ
ら

も
撤
退
。
14
年
６
月
以
降
は
、
地
元
権

利
者
と
一
部
テ
ナ
ン
ト
だ
け
が
、
ビ
ル 

　
市
で
は
、
岡
谷
駅
前
市
街
地
再
開
発
ビ
ル
「
ラ
ラ
オ
カ
ヤ
」
の
諏
訪

バ
ス
㈱
所
有
の
床
（
土
地
・
建
物
）
に
つ
い
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

理
解
が
得
ら
れ
る
、
具
体
的
な
活
用
方
法
と
取
得
価
格
で
あ
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
、
取
得
し
て
い
く
方
針
を
決
め
、
３
月
19
日
（
金
）
に
開

催
さ
れ
た
市
議
会
全
員
協
議
会
へ
報
告
し
ま
し
た
。 

具
体
的
な
活
用
方
法
と

具
体
的
な
活
用
方
法
と 

　
　
取
得
価
格
の
交
渉
を
進
め
ま
す

　
　
取
得
価
格
の
交
渉
を
進
め
ま
す 

具
体
的
な
活
用
方
法
と

具
体
的
な
活
用
方
法
と 

　
　
取
得
価
格
の
交
渉
を
進
め
ま
す

　
　
取
得
価
格
の
交
渉
を
進
め
ま
す 

具
体
的
な
活
用
方
法
と 

　
　
取
得
価
格
の
交
渉
を
進
め
ま
す 

地
元
関
係
者
か
ら 

　
購
入
求
め
る
陳
情 

市
民
に
よ
る 

　
懇
話
会
等
で
検
討 
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よ
う
な
活
用
が
考
え
ら
れ
る
か
、
様
々

な
角
度
か
ら
検
討
を
深
め
て
き
ま
し
た
。 

　
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
岡
谷
区
対
策

委
員
会
と
連
絡
協
議
会
を
設
け
、
意
見

交
換
を
重
ね
、
活
性
化
策
の
検
討
に
役

立
て
て
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
12
月
に
は
、
各
種
団
体
の
代

表
者
や
公
募
に
よ
る
市
民
15
人
で
構
成

さ
れ
た
岡
谷
駅
周
辺
地
区
活
性
化
検
討

懇
話
会
を
発
足
さ
せ
、
ラ
ラ
オ
カ
ヤ
の

活
用
・
整
備
の
方
向
な
ど
を
検
討
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
間
、
国
の
都
市
再
生
モ
デ
ル
調

査
の
対
象
に
選
定
さ
れ
、
建
物
の
現
況

調
査
や
、
駅
前
に
対
す
る
市
民
の
み
な

さ
ん
の
意
見
等
を
把
握
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
、
実
証
実
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
、

実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

   

　
市
で
は
、
市
民
懇
話
会
か
ら
の
提
言

や
、
国
の
都
市
再
生
モ
デ
ル
調
査
の
結

果
等
に
お
い
て
、 

○
民
間
に
よ
る
大
規
模
店
舗
を
核
と
し

た
商
業
ビ
ル
と
し
て
の
再
生
は
、
困

難
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
施
設
全
体

の
管
理
を
行
っ
て
き
た
諏
訪
バ
ス
㈱

の
経
営
努
力
が
限
界
に
な
っ
て
き
て

い
る
こ
と
。 

○
市
が
ラ
ラ
オ
カ
ヤ
を
取
得
し
、
活
性

化
の
役
割
を
果
た
す
べ
き
と
提
言
さ

れ
て
い
る
こ
と
。 

○
活
性
化
イ
メ
ー
ジ
の
例
と
し
て
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
、
イ
ベ
ン
ト
広

場
等
の
公
益
的
用
途
が
提
案
さ
れ
て

い
る
こ
と
。 

○
市
の
玄
関
口
で
あ
り
顔
で
あ
る
駅
前

地
区
の
ラ
ラ
オ
カ
ヤ
の
活
性
化
は
、

ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
る
極
め
て
重

要
な
課
題
で
あ
り
、
施
設
の
利
活
用

や
将
来
の
再
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、

市
が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

な
ど
を
踏
ま
え
、 

◎
当
面
の
現
施
設
の
利
活
用
に
つ
い
て

は
、
市
民
懇
話
会
お
よ
び
国
の
都
市

再
生
モ
デ
ル
調
査
で
提
案
さ
れ
た
活

用
例
を
基
本
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
を
得
ら
れ
る
形
で
、
駅
前

の
に
ぎ
わ
い
を
演
出
で
き
る
よ
う
な

用
途
と
し
て
、
早
急
に
詰
め
を
行
う
。 

◎
将
来
の
再
整
備
に
つ
い
て
は
、
岡
谷

市
発
展
の
拠
点
で
あ
り
、
駅
周
辺
地

区
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
と
し
て
、
で

き
る
だ
け
早
い
時
期
に
実
現
で
き
る

よ
う
、
国
、
県
等
と
協
議
を
進
め
て

い
き
、
再
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
市

の
財
政
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
で

き
る
限
り
民
間
活
力
の
導
入
を
図
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
、 

 

◆
ラ
ラ
オ
カ
ヤ
の
具
体
的
な
活
用
方

法
を
早
急
に
詰
め
、
こ
れ
に
つ
い

て
市
民
の
み
な
さ
ん
の
理
解
が
得

ら
れ
る
こ
と
。 

◆
市
民
の
み
な
さ
ん
の
理
解
が
得
ら

れ
る
取
得
価
格
で
、
諏
訪
バ
ス
㈱

と
の
交
渉
が
成
立
す
る
こ
と
。 

 

を
前
提
に
、
ラ
ラ
オ
カ
ヤ
の
諏
訪
バ
ス

㈱
所
有
の
床
（
土
地
、
建
物
）
を
取
得

し
て
い
く
と
の
方
針
を
決
め
ま
し
た
。 

 

　
岡
谷
市
の
玄
関
口
で
あ
る
岡
谷
駅
周

辺
地
区
の
活
性
化
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

重
要
課
題
で
あ
り
、
早
期
の
解
決
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
ラ
ラ
オ

カ
ヤ
の
諏
訪
バ
ス
㈱
所
有
の
床
（
土
地
、

建
物
）
取
得
に
向
け
て
、
対
応
を
早
急

に
進
め
て
い
き
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ

ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 
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　岡谷駅周辺地区活性化検討懇話会（行田隆宜会

長）は３月９日、林市長に岡谷駅周辺地区の活性

化について、とりまとめた提言を手渡しました。 

　懇話会は昨年12月12日に発足、現地視察を含め、

７回にわたる会議を重ね、提言をまとめました。

提言の主な内容は、次のとおりです。 

○現状のままでは、周辺の駅南地区、童画館通り
等にも大きな影響を及ぼしていくことが懸念さ
れる。一刻も早い活性化のための対応が望まれ
る。 
○当面は、現在の建物形態を大きく変更すること
なく活用できる用途に限って転用し、施設の活
性化を図る。 
○再活性化が民間だけでは難しい状況を踏まえ、
諏訪バス㈱が所有している床を市が取得し、そ
の役割を果たしていくべきである。 
○行政の施策だけにまかせるのではなく、住民、
商業者、自らが活性化の努力を行うことが重要
であり、そのための組織や体制といった環境づ
くりが必要と考える。 

市の取得を提言 

岡
谷
の
玄
関
口
に 

　
再
び
に
ぎ
わ
い
を 

にぎわうフリーマーケット 
　（実証実験イベント） 
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福祉コミュニティ　おかや 

岡谷市地域福祉計画 岡谷市地域福祉計画 岡谷市地域福祉計画 
　少子高齢化、低成長経済への移行などにより、社会・経済全般にわたる大きな改革の動きが始まって

います。 

　福祉の分野でも社会福祉の基本理念のひとつとして、地域の人々がお互いに支え合うことにより、だ

れもがあらゆる分野の活動に参加する機会が与えられるよう「地域福祉の推進」が掲げられました。 

　岡谷市では、この理念を受けて、生涯にわたって住み慣れた地域で健やかに暮らし続けられるまちづ

くりを進めるため、その指針となる岡谷市地域福祉計画を策定しました。 

　この計画は、本市の地域福祉を総合的、計画的に推進するための方策を定めたものであり、平成14

年度に策定された障害者福祉計画、高齢者保健福祉計画、児童育成計画は、この計画の個別計画として

位置づけられるものです。 

　計画期間は平成16年度から平成20年度までの５年間です。 

自立した生活を支え合う地域づくり 基本理念 基本理念 基本理念 

　住み慣れた地域で、一人ひとりが尊厳を持って、その能力に応じた自立した

生活を営むことができる地域づくりをめざして、地域住民や団体等と行政が役

割を分担しながら、市民総参加による福祉のまちづくりを進めます。 

重点プロジェクト 

Ⅰ　自立を支える地域づくり 
・多様な福祉サービスを安心して利用できる基盤を整備し、その充実を図ります。 
・障害者福祉計画、高齢者保健福祉計画、児童育成計画に基づき、利用者の尊厳を守る制度の充実など民と公と
の協働を進めます。 
・福祉サービスの情報提供、相談体制づくり、保健・福祉・医療等と連携したネットワークづくり等を推進し、
自立を支える地域づくりを進めます。 
 
Ⅱ　ともに生きる地域づくり 
・市民のみなさんが互いの価値観を認め合い、地域で支え合うことを基本にした地域福祉を推進する組織づくり
を進めます。 
・行政や地域住民、ボランティア等と連携・融合して、ともに生きる地域づくりを進めます。 
・人材発掘や育成に努め、地域住民が積極的かつ主体的に活動できる環境づくりを進めます。 
 
Ⅲ　福祉の文化の創造 
・ノーマライゼーションの考え方やユニバーサルデザインの普及に努め、ものも心もバリアーのないまちづくり
を進めます。 
・地域福祉に関する考え方の啓発や福祉の心の醸成に努め、福祉の文化の創造に取り組みます。 
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◇
自
助
… 

　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活
は
自
ら
の
責
任
で
営
む
こ

と
が
基
本
で
す
。
自
助
努
力
だ
け
で
は
自
立
し
た
生
活

が
維
持
で
き
な
い
場
合
に
地
域
や
行
政
が
支
援
し
ま
す
。 

◇
共
助
… 

　
地
域
の
状
況
を
最
も
よ
く
把
握
し
て
い
る
の
は
地
域

住
民
自
身
で
す
。
あ
る
と
き
は
支
援
の
受
け
手
と
な
り
、

ま
た
送
り
手
と
も
な
り
、
互
い
に
助
け
合
い
ま
す
。 

◇
公
助
… 

　
行
政
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
自
助
努
力
や
地
域
で

の
支
え
合
い
が
で
き
る
環
境
整
備
を
行
い
、
み
な
さ
ん

の
地
域
活
動
を
あ
ら
ゆ
る
側
面
か
ら
支
援
し
て
い
き
ま

す
。 

◇
協
働
… 

　
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
（collaboration

）。
複
数
の

人
間
が
作
業
す
る
こ
と
に
よ
り
、
相
互
作
用
が
う
ま
く

働
い
て
飛
躍
的
な
成
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
。 

◇
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方
… 

　
障
害
者
を
特
別
視
す
る
の
で
な
く
、
一
般
社
会
の
中

で
普
通
の
生
活
が
送
れ
る
よ
う
な
条
件
を
整
え
る
べ
き

で
あ
り
、
と
も
に
生
き
る
社
会
こ
そ
ノ
ー
マ
ル
（
当
た

り
前
）
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
。 

◇
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
… 

　
す
べ
て
の
人
の
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
の
こ
と
。
設
計
段

階
か
ら
だ
れ
も
が
共
通
し
て
利
用
で
き
る
も
の
や
環
境

を
つ
く
る
こ
と
。 

◇
バ
リ
ア
フ
リ
ー
… 

　
障
害
者
や
高
齢
者
が
社
会
生
活
を
送
る
う
え
で
障
壁

と
な
る
も
の
を
取
り
除
く
こ
と
。 

Ⅰ　自立を支える地域づくりをめざして 

１　福祉サービスの基盤整備……………①個別計画の推進　②自らの健康づくり　③民と公との協働 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　④福祉のネットワークづくり　⑤福祉施設の整備と活用 

２　福祉サービスの充実…………………①多様なサービスの提供　②サービスの質の向上 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　③介護者への支援 

３　利用者の尊厳を守る制度の充実……①苦情解決や評価の制度　②利用者の権利擁護 

４　情報提供・相談体制の充実…………①福祉情報の提供　②相談体制の充実 

１　福祉活動への住民参加………………①地域サポートセンターの設置促進　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　②地域で活動する団体との連携・融合 

２　福祉の担い手の育成…………………①人材の育成　②ボランティア活動などへの支援 

３　防災等への対応 

１　バリアフリーのまちづくり…………①バリアフリーのまちづくり　②心のバリアフリー 

２　福祉学習の推進………………………①福祉学習の推進　②学校における福祉学習の推進 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　③地域での福祉学習 

Ⅱ　ともに生きる地域づくりをめざして 

Ⅲ　　福　祉　の　文　化　の　創　造 

こ
と
ば
の
解
説

こ
と
ば
の
解
説 

こ
と
ば
の
解
説 

問合せ　社会福祉課　1２３－４８１１（内線１２５１） 
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～楽しくみんなで健康づくり～ ～楽しくみんなで健康づくり～ 

問合せ 
健康推進課 

1２３－４８１１ 
（内線１１８５） 

　国の２１世紀における国民の健康づくり運動「健康日本２１」を受け、働き盛り世代の死亡の減少、寝たきりや

痴呆にならないで生活できる期間、いわゆる健康寿命の延伸、生活の質の向上を図ることを目的に、市民が一体と

なって取り組む健康づくりと、それを支援するための環境づくりを推進するための具体的計画として策定しました。 

期　間 

　平成１６年度を初年度とし、平成２２年度を目標年度とする７年間としました。 

計画の基本的考え方 

　市民一人ひとりの健康づくりのため、市民が主役・市民参加の健康づくりを支援していく家庭、職場、地域、

行政等の役割を明らかにするとともに、健康を増進し、疾病の発生そのものを予防する一次予防に重点を置き、

「健康はつくるもの」という視点にたった計画としました。 

　また、市民の健康づくりに関する現状と課題を明らかにしたうえで、具体的目標を設定しました。この目標達

成のための施策を実施し、評価・見直しをしていきます。 

重点分野の設定 

生活習慣病の減少とそのための生活習慣の改善を目指し、次の６分野を重点に取り組んでいきます。 

１．栄養・食生活　　２．生活習慣病　　３．歯の健康　　４．身体活動・運動　 

５．休養・こころの健康づくり　　６．たばこ・アルコール 

分
野 

１ 

指標の目安 現　状 目　標 施　策 

適正体重を知っている人の増加 75％（平成15年度市民アンケート） 90％以上 
思春期食体験教室等におけるＢＭＩ 

（注１）の普及 

２ 高コレステロール値の人の減少 
男性29.3％　女性44.6％ 

（平成14年度岡谷市基本健診） 
減少 健診後の指導強化、健康教育の充実 

３ 

40歳・50歳で中等・重度の歯周

病にかかっている人の減少 

40歳：56.1％　50歳：71.8％ 

（平成14年度成人歯科健診） 
減少 

成人歯科健診の充実と予防の知識の 

普及・啓発 

４ 

運動習慣者の増加 

（週3回以上、1日20分以上、1

年間以上運動をしている人） 

男性　28.3％　女性　25.8％ 

（平成15年度市民アンケート） 

 

増加 

 

手軽で効果的な運動方法の普及・啓発 

５ ストレスが大いにある人の減少 21.8％（平成15年度市民アンケート） 減少 
個人の対処能力を高めるための知識の

普及、こころの健康相談の周知と充実 

６ 

喫煙が健康に及ぼす影響につ

いて理解している人の増加 

「知っている」 

肺がん：71.7％　心臓病：26.3％　 

脳卒中：22.4％ 妊娠への影響：50.3％ 

（平成15年度市民アンケート） 

健康への影

響を知って

いる 

100％ 

健康への影響に対する知識の普及、 

情報の提供 

未成年者の喫煙をなくす 
喫煙経験者　岡谷市中学生8.8％ 

（平成15年度小中学校アンケート） 

喫煙経験者

0％ 
家庭・学校での知識の普及・啓発 

節度ある適度な飲酒を知ってい

る人の増加 

男性：30.5％　女性：27.2％ 

（平成15年度市民アンケート） 
増加 

節度ある適度な飲酒（注２）に関する 

知識の普及 

◎現状と目標（抜粋） 

（注１）Body mass indexの略で肥満判定に使う。体重（Kg）÷身長（m）÷身長（m）＝BMI 22前後が病気になりにくいと
いわれています。〈18.5未満：低体重　18.5～25.0：普通　25.0以上：肥満〉 

（注２）純アルコール換算で1日平均20g程度の飲酒をいいます。 
　　　　・日本酒1合　・ビール中ビン1本　・ウイスキー60ml　・焼酎1合　・ワイン120ml

ボディ　　　マス　　インデックス 
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・健やかに楽しく 

　食べよう。 

１．自分の食事の適量を理解し、主食・主菜・副菜をそろえて食べよう 

２．1日3回の食事から生活リズムを整えよう 

３．情緒豊かな食生活を送ろう 

４．外食や加工食品、惣菜等の栄養成分表示を理解し活用しよう 

５．地域の味の伝承や産物を大切にしよう 

１．むし歯のない、よく噛める歯の子どもを育てよう 

２．歯や口を通して健康づくりを行おう 

３．むし歯や歯周病を予防し、歯の喪失を少なくしよう 

４．８０２０（ハチマルニイマル）運動（注３）の意味を知り、それに向か

って努力しよう 

５．歯や口の悩み事をなくし、食事や会話を楽しめるようにしよう 

・健康に良い生活習慣を身につけ、

生活習慣病にかからないように

しよう。 

・基本健診、がん検診を積極的に

受け、早期発見・早期治療をし

よう。 

・口は健康の入り口。歯を大切にし、

美しく健康な体づ 

　くりをしよう。 

・こころの健康と休養の大切さに

ついて理解し、自らストレスコ

ントロールできるようにすると

ともに、地域等でも支援してい

こう。 

１．自分の健康に適した運動を実践、継続しよう 

２．身体活動、運動に関する情報を知ろう 

３．対象者に合わせた適切な指導のできる人を増やそう 

４．運動やスポーツを楽しく実践したり継続するための環境づくりをしよう 

５．寝たきりや閉じこもりを予防するため、身体活動を活発に行おう 

・気楽に運動を生活に取り入れよう。 

１．休養の大切さを理解し、睡眠等による休養を十分とれるようにしよう 

２．自分のストレスに気づきコントロールできるようにしよう 

３．生涯を通じてこころの健康を支援する体制を整えよう 

４．自殺者を減らそう 

１．生活習慣を改善し、生活習慣病を予防しよう 

２．循環器疾患・糖尿病の危険因子を発見し、早期治療をしよう 

３．がん検診を積極的に受診し、早期発見、早期治療をしよう 

４．脳血管疾患・糖尿病の発症、悪化を防ごう 

◎重点分野の目標 

くち か 

休
養
・
　
　 

こ
こ
ろ
の
　 

健
康
づ
く
り 

身
体
活
動
・ 

運
動
　
　
　 

歯
の
健
康 

生
活
習
慣
病 

栄
養
・
食
生
活 

・喫煙が健康に及ぼす影響を理解し、

禁煙・分煙に取り組もう。 

・節度ある飲酒をしよう。 

たばこ 

１．未成年者・妊婦の喫煙をなくそう 

２．喫煙が健康に及ぼす影響について知ろう 

３．禁煙希望者への禁煙支援をしていこう 

４．受動喫煙防止のために分煙の徹底をすすめよう 

アルコール 

１．未成年者・妊婦の飲酒をなくそう 

２．飲酒が健康に及ぼす影響についての知識を普及し、節度ある適度な飲酒

ができるようにしよう 

３．アルコール問題を抱えている人が減るよう支援していこう 

た
ば
こ
・
ア
ル
コ
ー
ル 

（注３）高齢期になっても食事や会話が楽しめるよう「80歳で20本以上の歯を保とう」とする運動 
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